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市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
、
環

境
管
理
に
関
す
る
仕
組
み
の
国
際
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
」
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問

題
に
、市
が
率
先
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

平
成
１６
年
１１
月
に
事
務
事
業
に
お
け
る
環
境
配
慮
の
基

本
理
念
と
基
本
方
針
を
定
め
た「
東
大
阪
市
環
境
方
針
」

を
決
定
。
昨
年
６
月
か
ら
電
気
使
用
量
の
削
減
な
ど
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
は
じ
め
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や

公
共
工
事
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮
を
推
進
す
る
な
ど
、

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
む
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
昨
年
１１
月
と
今
年
２
月
に
、
外
部
の
審
査
機
関

に
よ
る
審
査
を
経
て
認
証
取
得
し
た
も
の
で
す
。

私
た
ち（
市
）は
、
美
し
い
�
地
球
�
を
将
来
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
球
温
暖

化
防
止
を
目
的
と
し
た
活
動
の
徹
底
や
、
豊
か
な
環
境

を
創
造
す
る
た
め
の
施
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

※
環
境
方
針
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◇
問
合
先

環
境
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
８
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
１
８

３
月
２０
日
、
審
査
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
吉
澤
理
事

長
か
ら
登
録
証
を
手
渡
さ
れ
た
松
見
市
長
は
「
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
環
境
へ
の
負
荷
を

減
ら
す
た
め
の
取
組
み
を
実
行
し
て
い
き
た
い
」と
、

新
た
な
決
意
を
述
べ
ま
し
た

みんなが笑顔で暮らせるように

私たちはこれからも環境のことを考え

積極的に行動していきます。

ほ し

一人ひとりの心に この地球への思いが芽生え

もっと美しく もっと心豊かに

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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ここ
れれ
まま
でで
身身
体体
・・
知知
的的
・・
精精
神神
障障
害害
のの
三三
つつ
のの
種種

別別
にに
分分
かか
れれ
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
法法
律律
にに
基基
づづ
いい
てて
実実
施施

ささ
れれ
てて
きき
たた
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
はは
、、
４４
月月
よよ
りり
一一
元元
化化

ささ
れれ
、、
障障
害害
のの
種種
別別
にに
関関
わわ
りり
なな
くく
そそ
のの
方方
がが
必必
要要

とと
すす
るる
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
受受
けけ
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
すす
。。

まま
たた
１１００
月月
にに
はは
、、
障障
害害
者者
がが
地地
域域
でで
安安
心心
しし
てて
暮暮

らら
せせ
るる
仕仕
組組
みみ
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
たた
めめ
、、
地地
域域
でで
のの

生生
活活
やや
就就
労労
なな
どど
のの
きき
めめ
細細
かか
なな
支支
援援
をを
強強
化化
しし
たた

ササ
ーー
ビビ
スス
がが
始始
まま
りり
まま
すす
。。

４
月
か
ら
は

障
害
の
種
別
に
関
わ
り
な
く

サ
ー
ビ
ス
を
実
施

こ
れ
ま
で
の
支
援
費
制
度
で

は
、
身
体
・
知
的
障
害
者
だ
け

が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
対

象
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
統

そ
う

合
失
調
症
や
躁
う
つ
病
な
ど
の

精
神
障
害
者
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は

原
則
一
割
の
利
用
者
負
担

４
月
か
ら
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
量
に
応
じ
て
、
原
則

と
し
て
費
用
の
一
割
が
利
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
入

所
・
通
所
に
よ
ら
ず
、
施
設
の

利
用
に
は
食
費
・
光
熱
水
費
な

ど
の
実
費
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
利
用
者
負
担
に
は

収
入
に
応
じ
た
上
限
額
を
設
定

し
て
い
ま
す（
表
１
）。
低
所
得

の
方
や
、
同
じ
世
帯
に
障
害
福

祉
や
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方
が
い
る
場
合
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
お
い

て
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１０
月
か
ら
は

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
へ

１０
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
地

域
生
活
支
援
事
業
」
に
再
編
・

整
理
さ
れ
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
生

活
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
や
就

労
移
行
支
援
な
ど
か
ら
な
り
、

利
用
者
の
日
々
の
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た
地
域
生
活
支
援
事
業
で

は
、
市
が
利
用
者
の
状
況
に
応

じ
て
、
相
談
や
移
動
支
援
、
手

話
通
訳
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
実
施
し
、
利
用
者
を
包
括
的

に
支
え
て
い
き
ま
す
。

透
明
・
公
平
に

障
害
程
度
区
分
を
決
定

１０
月
か
ら
は
、
障
害
の
種
別

で
は
な
く
、
障
害
の
程
度
に
よ

り
分
け
ら
れ
る
六
つ
の
区
分
を

基
準
に
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
が
決
ま
り
ま
す
。

区
分
の
決
定
は
、
心
身
の
状

況
を
客
観
的
に
は
か
る
全
国
一

律
の
基
準
に
基
づ
き
、
審
査
会

を
設
け
る
こ
と
で
、
透
明
・
公

平
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

個
別
に
生
活
環
境
や
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
意
向
な
ど
の
聞
き
取
り

を
行
い
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
審
査
は
、
１０
月
か

ら
の
新
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
に

順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。

４
月
か
ら
「
精
神
公
費
通
院

医
療
」、「
更
生
医
療
」、「
育
成

医
療
」
の
制
度
が
、「
自
立
支
援

医
療
」
と
し
て
一
本
化
さ
れ
、

ど
の
障
害
の
方
も
医
療
費
の
一

割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
収
入
に
応
じ
た

支
払
い
の
限
度
額
を
設
け
て
い

ま
す（
表
２
）。な
お
、対
象
の
疾

病
な
ど
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

指
定
医
療
機
関
で
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
精
神
公

費
通
院
医
療
と
育
成
医
療
は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
更
生
医
療
は
福

祉
事
務
所
に
申
請
の
上
、
交
付

さ
れ
る
「
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
医
療
制
度
は
、
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

問合先

【身体障害・知的障害のある方】
東・中・西福祉事務所福祉係
東�０７２９（８８）６６１７、�０７２９（８８）６６２０
中�０７２９（６０）９２７５、�０７２９（６０）９２７８
西�０６（６７８４）７９８０、�０６（６７８４）７６７７

障害福祉課 ０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５
【精神障害のある方】
東・中・西保健センター
東�０７２９（８２）２６０３、�０７２９（８６）２１３５
中�０７２９（６５）６４１１、�０７２９（６６）６５２７
西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

健康づくり課 ０７２９（６０）３８０２、�０７２９（６０）３８０９

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
が

指
定
管
理
者
と
し
て
�
公
の

施
設
�
を
管
理
運
営
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、

平
成
１８
年
４
月
の
制
度
導
入

に
あ
た
り
、
昨
年
９
月
か
ら

六
施
設
の
指
定
管
理
者
を
公

募
す
る
な
ど
選
定
を
順
次
進

め
、
こ
の
ほ
ど
、
五
十
四
の

施
設
の
指
定
管
理
者
を
決
定

し
ま
し
た
。

４
月
１
日
よ
り
、
次
の
指

定
管
理
者
が
施
設
の
管
理
運

営
を
行
い
ま
す
。

◇
問
合
先

行
財
政
改
革

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

０
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
６

（表１）障害福祉サービス月額負担上限
月額負担の上限
自己負担なし

１５，０００円

２４，６００円
３７，２００円

☆世帯とは原則住民票上の世帯です

区分の内容
生活保護世帯
市民税非課税世帯で、障害者または障害
児の保護者の収入が年８０万円以下の世帯
低所得１を除く市民税非課税世帯
市民税課税世帯

区分
生活保護

低所得１

低所得２
一般

（表３）「重度かつ継続」で、一般（市民税課税世帯）の方の月額負担上限
限度額
５，０００円
１０，０００円
２０，０００円

☆対象は、統合失調症・躁うつ病、腎臓機能・小腸機能・免疫機能障害、医療保険の
多数該当の方など

区分（市民税所得割の額）
２万円未満の世帯
２万円以上２０万円未満の世帯
２０万円以上の世帯

施
設
名

指
定
管
理
者

指
定
期
間

担
当
課

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

�
東
大
阪
市
施
設
利
用
サ
ー
ビ

ス
協
会

３
年
間

文
化
国
際
課

鴻
池
新
田
会
所

文
化
財
課

郷
土
博
物
館

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
イ
コ
ー
ラ
ム
）

２
年
間

男
女
共
同
参
画
課

市
民
プ
ラ
ザ

地
域
振
興
室

児
童
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
ド
リ
ー
ム
２１
）

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室

市
民
会
館

１
年
間

社
会
教
育
課

荒
本
共
同
浴
場

荒
本
共
同
浴
場
運
営
委
員
会

３
年
間

人
権
同
和
調
整
課

長
瀬
共
同
浴
場

長
瀬
共
同
浴
場
運
営
委
員
会

産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

�
東
大
阪
市
中
小
企
業
振
興
会

２
年
間

モ
ノ
づ
く
り
支
援
室

勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ユ
ト
リ
ー
ト
東
大
阪
）

�
東
大
阪
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

３
年
間

労
働
雇
用
政
策
室

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か

１
年
間

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
高
井
田
老
人
セ
ン
タ
ー

（
社
福
）
東
大
阪
市
社
会
福
祉

協
議
会

３
年
間

高
齢
介
護
課

五
条
老
人
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

楠
根
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

介
護
老
人
保
健
施
設

四
条
の
家

（
社
福
）
東
大
阪
市
社
会
福
祉

事
業
団

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
高
井
田
障
害
者
セ
ン
タ
ー

障
害
福
祉
課

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
高
井
田
訓
練
所

心
身
障
害
児
通
園
施
設（
第
１
・
２
は
ば
た
き
園
）

こ
ど
も
家
庭
課

母
子
生
活
支
援
施
設

高
井
田
ホ
ー
ム

（
社
福
）
公
共
社
会
福
祉
事
業

協
会

保
育
所
（
春
宮
・
高
井
田
・
島
之
内
）

保
育
課

荒
本
斎
場

荒
本
斎
場
管
理
委
員
会

斎
場
管
理
課

市
営
住
宅

�
東
大
阪
住
宅
公
社

住
宅
政
策
課

住
宅
改
良
室

自
転
車
駐
車
場

東
大
阪
市
駐
車
場
整
備
�

交
通
対
策
室

公
園
（
特
定
公
園
お
よ
び
有
料
公
園
施
設
）

☆
花
園
中
央
公
園
を
除
く

�
東
大
阪
市
公
園
協
会

公
園
管
理
課

総
合
体
育
館
（
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
）

２
年
間

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室

東
体
育
館

市
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

藤
本
実
業
�

３
年
間

ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
か
が
や
き

�
東
大
阪
ス
タ
ジ
ア
ム

文
化
会
館

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
ト
イ
ボ
ッ
ク
ス

社
会
教
育
課

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
自
由
の
森
な
る
か
わ

�
大
阪
府
青
少
年
活
動
財
団

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

花
園
地
域
生
涯
学
習
ル
ー
ム

東
大
阪
市
立
花
園
地
域
生
涯
学

習
ル
ー
ム
管
理
運
営
委
員
会

（表２）医療費の月額負担上限
月額負担の上限
自己負担なし

２，５００円

５，０００円
医療保険の負担限度額

☆世帯とは同じ医療保険に加入している世帯です
※一般（市民税課税世帯）の方でも、「重度かつ継続（継続的に相当額の医療費負担が
発生する場合）」の方は、別に支払いの限度額の設定があります（表３）。
☆育成医療には、負担が急に重くならないよう経過措置があります。くわしくは健康
づくり課まで

区分の内容
生活保護世帯
市民税非課税世帯で、障害者または障害
児の保護者の収入が年８０万円以下の世帯
低所得１を除く市民税非課税世帯
市民税課税世帯

区分
生活保護

低所得１

低所得２
一般※

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営

障障害害者者のの福福祉祉ササーービビススをを��一一元元化化��
４４月月１１日日 障障害害者者自自立立支支援援法法ががススタターートト

医
療
費
も
一
割
負
担
に

（２）第８５６号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年４月１日



����������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

一一一一一一
日日日日日日
かかかかかか
らららららら
一一一一一一
食食食食食食
ああああああ
たたたたたた
りりりりりり
にににににに

一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日
かかかかかかかかかかかか
らららららららららららら
一一一一一一一一一一一一
食食食食食食食食食食食食
ああああああああああああ
たたたたたたたたたたたた
りりりりりりりりりりりり
にににににににににににに

入
院
時
の
食
事
代
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
実
際
に

提
供
さ
れ
た
食
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
日
単
位
（
七

百
八
十
円
）で
の
負
担
で
し
た
が
、
４
月
１
日
よ
り
、

一
食
あ
た
り
二
百
六
十
円
で
食
数
に
応
じ
た
負
担
と

な
り
ま
す
（
表
）。

低
所
得
の
方
は
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」、

７０
歳
以
上
の
低
所
得
者
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」を
市
に
申
請
し
て
交
付
を
受
け
、

認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
な
け
れ
ば
減
額
さ
れ

ま
せ
ん（
申
請
月
の
１
日
か
ら
適
用
）。
ま
た
、
入
院

が
九
十
日
を
超
え
た
と
き
は
、
領
収
書
を
添
え
て
再

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
現
在
、
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
再
度

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
問
合
先

▽
国
保
加
入
者
�
国
民
健
康
保
険
室

管
理
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
０
４

▽
老
人
保
健
対
象
者
�
医

療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

昨
年
５
月
か
ら
配
信
を
開
始

し
た�
こ
ど
も
Ｑ
メ
ー
ル
�は
、

年
度
更
新
の
た
め
、
す
で
に
登

録
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の

ア
ド
レ
ス
を
３
月
３１
日
に
削
除

し
ま
す
。

引
き
続
き
メ
ー
ル
配
信
を
希

望
さ
れ
る
方
お
よ
び
新
た
に
配

信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月

１
日
以
降
に
再
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

�
こ
ど
も
Ｑ
メ
ー
ル
�と
は

市
内
で
発
生
し
た
不
審
者
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
る
も
の

で
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
れ

ば
、
い
つ
で
も
子
ど
も
の
安
全

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
で
き
る
の
は
、
市
内
在

住
で
、
市
内
の
学
校
園
、
保
育

所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る
子
ど

も
の
保
護
者
や
子
ど
も
の
見
守

り
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
方

で
、
通
信
料
の
み
自
己
負
担
で

す
。登

録
方
法

�
配
信
希
望
機
種
で
登
録
サ

イ
ト
（h

ttp
���w
w
w
.k
o

d
o
m
o
q
m
a
il.c
o
m

）へ
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

�
仮
登
録
す
る
と
、
本
登
録

入
力
画
面
が
返
っ
て
き
ま
す
の

で
、本
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
す
る
保
護
者
の
氏
名

を
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ

ナ
の
い
ず
れ
か
で
入
力

▽
住
所
は
郵
便
番
号
を
入
力

す
る
と
○
○
町
ま
で
表
示
さ
れ

る
の
で
、
次
の
枠
に
番
地
を
入

力
▽
子
ど
も
の
保
護
者
は
小
・

中
学
校
な
ど
該
当
す
る
項
目
を

選
ぶ
。
子
ど
も
の
見
回
り
活
動

な
ど
の
協
力
者
は
、
そ
の
他
を

選
ぶ▽

学
校
の
頭
文
字
ア
〜
ワ
行

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
あ
と
学
校
を

選
ぶ
。
小
・
中
学
生
の
保
護
者

は
学
年
も
入
力

�
入
力
終
了
後
「
確
認
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
本
登
録
内

容
確
認
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

登
録
内
容
を
確
認
の
う
え
、
間

違
い
な
け
れ
ば
「
登
録
」
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

�
登
録
完
了
通
知
が
登
録
し

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
返
送
さ

れ
ま
す
。

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更

す
る
場
合
は
削
除
後
に
再
登
録

を
、
住
所
・
学
校
な
ど
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
登
録
の
変
更
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
の
携
帯
電
話
で
は
登

録
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先

学
校
教
育
推
進

室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

６
８
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
８

こ
の
ほ
ど
、
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
は
、
平
成
１８
年
度

の
国
民
健
康
保
険
料
に
係
る
介

護
納
付
金
賦
課
限
度
額
に
つ
い

て
、
国
の
基
準
ど
お
り
九
万
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
認
め
る

答
申
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

医
療
費
お
よ
び
介
護
給
付
費
が

年
々
増
加
す
る
な
か
国
保
財
政

を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

ま
た
被
保
険
者
相
互
間
の
保
険

料
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
で
、
お
も
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

国
保
保
険
料
の
介
護
納
付
金

賦
課
限
度
額
を
、
現
行
の
八
万

円
か
ら
国
基
準
の
九
万
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
依

然
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
、

中
低
所
得
者
層
へ
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
も
や
む
を
え
な

い
と
判
断
し
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
引
き
上
げ
が
有
所
得
者
層
に

負
担
に
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

一
層
収
納
率
向
上
の
方
策
を
と

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
収
納
率
向
上
は
、
国
保

財
政
再
建
の
根
幹
で
あ
る
た
め
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
世
帯
や
低

所
得
者
層
へ
配
慮
し
な
が
ら
、

滞
納
処
分
を
も
辞
さ
な
い
強
い

姿
勢
、先
進
事
例
の
検
討
、若
年

層
な
ど
へ
の
納
付
意
識
向
上
の

た
め
の
啓
発
推
進
対
策
を
進
め

る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す

経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も

に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

審
査
の
う
え
、
就
学
費
用
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。

◇
援
助
す
る
費
用

▽
入

学
準
備
費

▽
学
用
品
費

▽
学
校
給
食
費

▽
修
学
旅

行
費

▽
臨
海
・
林
間
学
舎

費
（
交
通
費
な
ど
）

▽
結

膜
炎
、
中
耳
炎
、
虫
歯
、
慢

性
副
鼻
腔
炎
な
ど
の
治
療
費

◇
申
込
方
法

４
月
１７
日

�
か
ら
２８
日
�
ま
で
に
、
通

学
し
て
い
る
学
校
（
小
学
校

と
中
学
校
に
子
ど
も
が
通
学

し
て
い
る
場
合
は
ど
ち
ら
か

一
方
）
ま
た
は
学
事
課
へ
提

出
（
郵
送
不
可
）

※
申
請
は
、
必
ず
個
人
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
申
請
書
は
、
通
学
し
て

い
る
学
校
で
、
４
月
中
ご
ろ

に
配
布

※
平
成
１８
年
１
月
１
日
現

在
、
東
大
阪
市
に
住
所
が
あ

る
場
合
は
、
所
得
証
明
書
の

添
付
は
不
要
で
す
。

奨
学
金
を
お
貸
し
し
ま
す

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
経

済
的
な
理
由
で
高
校
や
高
等

専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学
で
の
勉
学
に
不
安
の
あ
る

方
に
、
選
考
の
う
え
、
奨
学

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

専
修
学
校
、
各
種
学
校
は

除
き
ま
す
。

【
高
校
、
高
等
専
門
学
校

（
一
〜
三
年
生
）】

◇
貸
付
金
額
（
月
額
）

▽
国
・
公
立
�
八
千
円

▽

私
立
�
一
万
三
千
円

◇
募
集
人
数

六
十
人

【
高
等
専
門
学
校
（
四
・

五
年
生
）、短
期
大
学
、大
学
】

◇
貸
付
金
額
（
月
額
）

▽
国
・
公
立
�
一
万
四
千
円

▽
私
立
�
一
万
七
千
円

◇
募
集
人
数

五
十
人

◇
申
込
方
法

学
事
課
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
学
校
に

置
い
て
い
る
願
書
、
推
薦
調

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（
外
国
籍
の
方
は
外
国
人
登

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

お
よ
び
市
・
府
民
税
証
明
書

を
添
え
て
、
在
学
し
て
い
る

学
校
へ
提
出

◇
申
込
期
間

４
月
１０
日

�
〜
５
月
１９
日
�

◇

◇

◇
問
合
先

学
事
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
７
２
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
快
適
な
生
活
を
提
供
す

る
た
め
、
下
水
道
整
備
に
努

め
て
い
ま
す
。

３
月
３１
日
か
ら
、
次
の
町

・
丁
目
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の

地
域
で
水
洗
化
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

【
水
洗
化
で
き
る
地
域
】

善
根
寺
町
三
・
四
丁
目
、

日
下
町
一
〜
四
・
六
〜
八
丁

目
、
布
市
町
一
・
三
丁
目
、

元
町
一
・
二
丁
目
、
中
石
切

町
一
〜
三
・
五
・
七
丁
目
、

西
石
切
町
一
・
二
丁
目
、
東

石
切
町
一
〜
六
丁
目
、
上
石

切
町
一
・
二
丁
目
、弥
生
町
、

新
町
、
東
山
町
、
額
田
町
、

山
手
町
、
南
荘
町
、
立
花
町
、

箱
殿
町
、
豊
浦
町
、
出
雲
井

本
町
、
出
雲
井
町
、
喜
里
川

町
、
河
内
町
、
五
条
町
、
本

町
、
客
坊
町
、
瓢
�
山
町
、

末
広
町
、
四
条
町
、
南
四
条

町
、
上
四
条
町
、
六
万
寺
町

一
丁
目
、
上
六
万
寺
町
、
横

小
路
町
六
丁
目
、
池
島
町
一

・
四
丁
目

以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部

【
工
事
は
指
定
工
事
業
者

で
】ト

イ
レ
な
ど
の
水
洗
化
工

事
に
つ
い
て
は
、
必
ず
市
の

指
定
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
業
者
が
す
べ
て
の
手

続
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
水
洗
化
に
で
き
る

区
域
は
、
三
年
以
内
に
水
洗

化
す
る
よ
う
に
法
律
で
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
助
成

と
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
下
水
道
使
用
料
に
つ
い

て
】下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
、
下
水
道
を
使
用
す

る
み
な
さ
ん
に
、
上
水
道
の

使
用
水
量
に
応
じ
て
下
水
道

使
用
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う
し

た
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、

職
員
証
を
持
っ
た
職
員
が
各

家
庭
や
事
業
所
な
ど
を
訪
問

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、下
水
道
使
用
料
は
、

上
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

▽
水
洗
便
所

の
改
造
�
下
水
道
部
水
洗
化

促
進
セ
ン
タ
ー

０
６（
４
３

０
９
）
３
２
４
９
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
８

▽
貸
付
・
助
成
金
、
下
水
道

使
用
料
�
下
水
道
部
業
務
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

５
１
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
７

入院時食事代の標準負担額（ ）は改正前

１食あたり２６０円（１日あたり７８０円）

１食あたり２１０円（１日あたり６５０円）

１食あたり１６０円（１日あたり５００円）
☆９０日まで１食あたり２１０円で、９１日目から
上記の額

１食あたり１００円（１日あたり３００円）

※低所得者�は世帯員全員が市民税非課税である世帯の方です。
※低所得者�は世帯員全員が市民税非課税であって、所得が基準以下の世
帯の方です（単独世帯で年収６５万円以下）。

区分

一般

９０日までの入院

９０日を超える入院
（過去１２か月の入
院日数）

７０歳以上で低所得者�

市民税非課税世
帯または７０歳以
上で低所得者�

国保運営協議会が答申

介護納付金賦課限度額を

国の基準どおりに

入
院
時
の
食
事
代
が
変
わ
り
ま
す

学学校校生生活活をを
応応援援ししまますす

就就学学費費用用のの援援助助

奨奨学学金金のの貸貸与与

水水
洗洗
化化
にに
でで
きき
るる

区区
域域
がが
広広
がが
りり
まま
しし
たた

再再登登録録がが必必要要でですす
““ここどどももＱＱメメーールル””

平成１８年４月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８５６号（３）
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地
域
教
育
の
向
上
へ

〜
学
校
や
企
業
な
ど
と
の

交
流
を
図
る
〜

生
涯
学
習
の
推
進
を

〜
協
働
に
よ
る

講
座
の
開
催
を
〜

連
携
を
深
め

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の

参
画
と
人
材
育
成

〜
地
域
に
貢
献
〜

新
た
な
発
展
へ
向
け
て

連
携
を
深
め
る
〜

〜
市
・
大
学
・
地
域
と
の

出
席
者
（
順
不
同
）

近
畿
大
学

畑
博
行
学
長

大
阪
商
業
大
学

谷
岡
一
郎
学
長

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

森
眞
太
郎
学
長

東
大
阪
大
学

小
川
清
彦
学
長

樟
蔭
東
女
子
短
期
大
学

伊
賀
吉
郎
学
長

大
阪
産
業
大
学

瀬
島
順
一
郎
学
長

大
阪
経
済
法
科
大
学

藤
本
和
貴
夫
学
長

東
大
阪
市
長

松
見
正
宣

こ
の
ほ
ど
、
市
内
五
大
学
と
隣
接
す
る
市
の
二
大
学
の

学
長
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
市
長
と
の
座
談
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

東
大
阪
市
は
昨
年
４
月
中
核
市
に
移
行
し
、
政
令
指
定

都
市
に
次
ぐ
都
市
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
大
学
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
な
が
ら
「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

座
談
会
で
は
、「
大
学
と
市
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
と
大
学
と
の
協
働
の
あ
り
方
を

考
え
ま
し
た
。

市
長

知
識
と
人
材
の
集
積
地

で
あ
る
大
学
に
は
、
こ
れ
ま
で

「
地
域
の
教
育
の
向
上
」
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

畑
学
長

市
の
教
育
委
員
会
と

協
定
を
結
び
、
出
張
講
義
、
学

生
に
よ
る
小
・
中
学
生
、
高
校

生
の
各
種
指
導
な
ど
連
携
協
力

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
に
は
、
本
学
職
員
で
聴

覚
障
害
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
コ
ー
チ
が
、
中

学
校
で
自
分
の
体
験
を
語
り
生

徒
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
こ

れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
後
日
同

校
と
共
同
で
ア
メ
フ
ト
教
室
・

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
協
力
事
業
は
双

方
の
教
育
の
充
実
・
発
展
の
た

め
に
有
意
義
で
す
。

藤
本
学
長

大
学
の
地
域
貢
献

の
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
と
し
て
は
、

学
生
た
ち
が
小
・
中
学
校
な
ど

に
出
向
き
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、体
育
系
ク
ラ
ブ
で
は
、

校
外
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
道
を

小
学
生
の
帰
宅
路
な
ど
に
変
え
、

防
犯
に
協
力
し
て
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

瀬
島
学
長

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

・
コ
ア
東
大
阪
で
、
東
大
阪
市

の
企
業
と
の
産
学
連
携
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
優
秀
な
技
術

を
有
す
る
中
小
企
業
集
積
地
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
は
、
東
部
大

阪
に
地
域
を
広
げ
る
こ
と
が
有

効
だ
と
思
い
ま
す
。

本
学
の
教
育
は
、
知
識
と
知

恵
、
実
践
力
を
兼
ね
備
え
た
産

業
人
が
、
一
生
を
通
し
て
社
会

に
貢
献
し
続
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
現
場
で
役
立

つ
人
材
を
育
成
す
る
実
学
指
向

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
広
い
意
味

で
の
教
養
、
人
間
力
の
養
成
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

谷
岡
学
長

創
立
以
来
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る「
ベ

ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
の
育

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

ま
た
教
育
の
基
本
と
な
る
教

養
の
定
義
を
「
幸
せ
を
追
求
し

人
生
を
豊
か
に
す
る
」
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
授
業
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
人
生
を

よ
り
豊
か
に
す
る
教
養
を
身
に

つ
け
る
も
の
を
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、�
考
え
る
力
�
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
授
業
の
中
で
前
半
は

映
画
を
見
る
。
後
半
は
学
生
同

士
が
感
想
を
述
べ
合
い
、
議
論

す
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

小
川
学
長

良
い
大
学
す
な
わ

ち
、
良
い
先
生
が
い
る
大
学
を

め
ざ
し
、
教
員
の
資
質
向
上
の

た
め
、
学
生
の
授
業
評
価
に
よ

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

ま
す
。

全
国
初
の
「
こ
ど
も
学
部
」

は
人
気
が
あ
り
ま
す
。

森
学
長

従
来
の
「
家
政
系
」

と
い
う
言
葉
は
、
現
在
の
大
学

教
育
の
中
で
は
死
語
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
身
に
つ
け
た
高

い
専
門
性
、
そ
し
て
豊
か
な
教

養
と
人
間
性
を
生
か
し
、
一
人

ひ
と
り
の
若
々
し
い
知
性
が
社

会
に
は
ば
た
き
、
大
い
に
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

市
長

そ
れ
ぞ
れ
、
す
ば
ら
し

い
取
り
組
み
で
す
ね
。
大
学
は

地
域
の
貴
重
な
「
知
の
拠
点
」

で
す
。
地
域
の
学
校
・
企
業
と

大
い
に
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
川
学
長

学
内
の
こ
ど
も
研

究
セ
ン
タ
ー
を
地
域
に
開
放
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
に
は
遊

び
の
方
法
な
ど
を
発
見
で
き
る

場
と
し
て
、ま
た
保
護
者
に
は
、

子
育
て
の
情
報
収
集
や
相
談
の

場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
単
な
る
子
育
て
支

援
で
は
な
く
、
私
は「
親
育
ち
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
保
護
者

に
も
心
の
成
長
を
し
て
い
た
だ

き
、
し
っ
か
り
「
子
離
れ
」
し

て
い
く
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ

と
し
て
い
ま
す
。

昨
今
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
「
ニ
ー
ト
（
※
１
）
」
出
現
の

原
因
と
、「
子
離
れ
」
と
は
大
き

な
関
連
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

と
て
も
意
義
の
あ
る
活
動
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

市
長

子
育
て
支
援
は
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
す
か
ら
、
社
会

的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

伊
賀
学
長

学
生
が
中
心
と
な

っ
て
開
催
す
る
キ
キ
ョ
ウ
フ
ェ

ス
タ
に
、
本
学
の
学
生
も
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

経
験
を
き
っ
か
け
に
学
生
た
ち

は
大
き
く
成
長
す
る
も
の
で
す
。

学
生
の
中
か
ら
は
、
子
育
て

支
援
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

じ
て
も
っ
と
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
た
い
と
の
声
が
あ
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
市
に

は
こ
う
し
た
気
持
ち
を
受
け
入

れ
る
窓
口
と
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
島
学
長

市
民
講
座
、
ス
ポ

ー
ツ
親
子
教
室
の
開
催
、
国
際

交
流
、
起
業
家
専
攻
学
生
の
企

業
へ
の
派
遣
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
今
は
団

塊
の
世
代
の
退
職
後
の
「
お
じ

さ
ん
パ
ワ
ー
」
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
こ
の
パ
ワ
ー
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

市
長

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い

ま
す
。

市
で
は
今
年
度
「
ま
ち
づ
く

り
支
援
課
」を
創
設
し
ま
し
た
。

今
日
、
団
塊
の
世
代
を
は
じ

め
市
民
の
自
主
的
、
貢
献
的
な

参
加
に
よ
る
活
動
が
増
加
し
、

活
動
に
対
す
る
支
援
制
度
も
充

実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
ご
ろ
中
核
市
の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
の
発
表
に
あ
た
っ
て
も
、

近
畿
大
学
の
吹
奏
楽
部
の
学
生

さ
ん
や
樟
蔭
高
校
の
生
徒
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
学
生
さ
ん
、
教
職

員
の
方
々
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

へ
の
参
画
に
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

畑
学
長

産
学
連
携
と
地
域
に

役
立
つ
人
材
養
成
の
た
め
大
学

院
に
「
東
大
阪
モ
ノ
づ
く
り
専

攻
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
学
生
が
企
業
に

属
し
給
与
を
受
け
な
が
ら
、
東

大
阪
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
を

学
ぶ
と
同
時
に
、
新
し
い
技
術

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
従
来
「
敷
居
が
高
い
」
と

敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
大
学
の

研
究
室
と
地
域
の
中
小
企
業
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

藤
本
学
長

本
学
は
八
尾
市
域

に
あ
り
ま
す
が
、
瓢
�
山
か
ら

バ
ス
通
学
を
し
て
い
る
学
生
も

多
く
、
東
大
阪
市
は
非
常
に
身

近
な
存
在
で
す
。

学
生
が
瓢
�
山
の
商
店
街
の

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
店
を
出

し
、
お
客
さ
ん
と
の
会
話
な
ど

を
通
じ
て
、
商
店
街
活
性
化
の

た
め
の
研
究
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
法
律
相
談
の
分
野

で
東
大
阪
市
と
連
携
す
る
な
ど

積
極
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
大
学
で
育
つ
優
秀
な
人
材

が
、
地
元
企
業
・
商
業
者
が
求

め
る
人
材
と
し
て
、
ま
た
多
様

な
分
野
で
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

小小
川川
学学
長長

松松
見見
市市
長長

伊伊
賀賀
学学
長長

谷谷
岡岡
学学
長長

畑畑
学学
長長

瀬瀬
島島
学学
長長

市
長

市
民
の
生
涯
学
習
ニ
ー

ズ
は
、
年
々
高
度
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま

で
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
講
座

を
開
催
す
る
な
ど
、
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

必
要
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

森
学
長

市
と
共
催
の
「
市
民

セ
ミ
ナ
ー
」
は
じ
め
本
学
の
各

種
公
開
講
座
で
は
、
受
講
者
が

「
知
的
好
奇
心
」
を
探
求
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
古
文
書
を
読
む
と
い
う
内

容
の
連
続
講
座
も
始
め
て
み
ま

し
た
。

今
後
は
、
職
業
人
の
再
教
育

の
場
と
い
っ
た
役
割
も
果
た
せ

る
よ
う
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
な
が
ら
公
開
講
座
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
賀
学
長

ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
カ
レ
ッ
ジ
の
よ
う
に

地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
に
も
っ
と
公
開
講

座
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

や
、
地
域
の
知
恵
を
学
内
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
身
近
な
「
実
習
」
に

も
内
容
を
広
げ
て
、
よ
り
多
く

の
も
の
を
地
域
に
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

大
学
の
公
開
講
座
は
市

が
単
独
で
開
催
す
る
も
の
と
比

べ
、
市
民
に
は
よ
り
魅
力
的
に

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、
七
大
学
連
携
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
た
だ

く
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
ど
の
大
学
の
講

座
を
受
講
し
て
も
、
受
講
回
数

な
ど
一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア
す

れ
ば
「
修
了
書
」
を
も
ら
え
る

と
い
っ
た
も
の
で
、「
生
涯
学
習

特
区
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

す
。

谷
岡
学
長

七
大
学
が
公
開
講

座
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
大
阪
市

に
「
学
び
た
い
時
に
気
軽
に
学

べ
る
世
代
を
超
え
た
学
習
の
場
」

を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
学
習
を
通
じ
て
東
大
阪

市
民
全
体
の
幸
福
の
実
現
に
つ

な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長

さ
て
、
今
回
の
座
談
会

は
、
従
来
か
ら
お
集
ま
り
い
た

だ
い
て
い
る
市
内
五
大
学
に
加

え
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

隣
接
す
る
大
東
市
と
八
尾
市
の

大
阪
産
業
大
学
並
び
に
大
阪
経

済
法
科
大
学
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

伊
賀
学
長

中
央
環
状
線
以
東

の
二
大
学
が
参
加
さ
れ
る
こ
と

で
、
輪
に
広
が
り
が
出
て
、
非

常
に
よ
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

（
全
員
賛
同
）

市
長

大
学
と
の
連
携
に
よ
っ

て
、
大
学
か
ら
行
政
の
政
策
を

認
め
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
大

学
の
考
え
方
が
公
共
政
策
に
盛

り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
市
民

の
行
政
へ
の
信
頼
度
が
高
ま
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
会
談
の
輪
を
七
大

学
に
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
充
実
し
た
座
談
会
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
原
動
力
と
し
て
一
層

地
域
と
大
学
の
連
携
を
深
め
、

新
た
な
発
展
を
図
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森森
学学
長長

※
１

ニ
ー
ト

「
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」
�N

ot
in

E
m
ploym

en
t

、E
du
ca

tion
or
T
raining

の
略
で
、

「
職
に
就
い
て
い
ず
、
学
校
機
関

に
所
属
も
し
て
い
ず
、
そ
し
て
就

労
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
を
し

て
い
な
い
」
若
者
を
指
し
ま
す
。

※
本
座
談
会
は
、
２
月
に
開
催

し
た
も
の
で
す
。

藤藤
本本
学学
長長

３
月
１４
日
、
ト
リ
ノ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
女
子
千
五
百
�
と
三
千

�
リ
レ
ー
で
七
位
入
賞
を
果

た
し
た
本
市
出
身
の
神
野
由

佳
選
手
（
写
真
）
に
、
松
見

市
長
か
ら
本
市
初
の「
市
長
賞

詞
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
詞
は
市
民
に
深
い

感
動
を
与
え
た
り
、
市
の
施

策
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
人

に
対
し
て
、
市
民
の
栄
誉
と

喜
び
と
し
て
た
た
え
る
た
め

に
、
今
年
２
月
に
創
設
し
た

も
の
で
す
。

神
野
選
手
は
「
メ
ダ
ル
は

取
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
力
を

出
し
切
り
、
目
標
の
入
賞
を

果
た
せ
て
満
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
気
持
ち
と
体
が
続

く
限
り
、
現
役
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
更
な
る
飛
躍
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
牛
乳
パ
ッ
ク
の
イ
ス
作

り
】◇

と
き

４
月
１４
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
十
五
組（
申

込
先
着
順
）

☆
牛
乳
パ
ッ
ク
五
個
以
上
、

新
聞
紙
、
布
、
費
用
（
五
十

円
）
を
持
参

◇
申
込
方
法

４
月
４
日

�
の
午
前
１０
時
か
ら
電
話
で

【
こ
い
の
ぼ
り
作
り
】

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
し

た
あ
と
、
こ
い
の
ぼ
り
を
作

り
ま
す
。

◇
と
き

４
月
１８
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時

◇
対
象
・
定
員

２
歳
６

か
月
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
・
十
五
組
（
申
込
先
着

順
）◇

申
込
方
法

４
月
７
日

�
の
午
前
１０
時
か
ら
電
話
で

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
２
８
）

１
８
０
０
、
�
０
６
（
６
７

２
８
）
２
４
１
３

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
お
ひ
さ
ま
広
場
】

親
子
や
友
達
同
士
で
、
楽

し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

４
月
２４
日
か
ら

の
隔
週
月
曜
日

午
前
１０
時

〜
１１
時
（
計
六
日
間
）

◇
と
こ
ろ

荒
本
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

◇
対
象

３
歳
以
上
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
・
二
十
組

（
抽
選
）

◇
申
込
方
法

４
月
１４
日

�
の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電

話
で【

お
で
か
け
あ
い
あ
い
広

場
】◇

と
き

４
月
２１
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

市
民
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

◇
対
象

就
学
前
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

◇
申
込
方
法

４
月
１０
日

�
の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電

話
で

◇

◇

◇
申
込
・
問
合
先

荒
本
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
７
８
８
）１
０
５
５
、
�

０
６（
６
７
８
８
）２
５
９
７

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
牛
乳
パ
ッ
ク
の
イ
ス
作

り
】◇

と
き

４
月
２１
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◇
対
象
・
定
員

就
学
前

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
・
八

組
（
申
込
先
着
順
）

☆
牛
乳
パ
ッ
ク
五
個
以
上
、

新
聞
紙
、
布
、
費
用
（
五
十

円
）
を
持
参

◇
申
込
方
法

４
月
７
日

�
の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電

話
で◇

と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
４
８
）

８
２
５
１
、
�
０
６
（
６
７

４
３
）
０
５
７
７

水
泳
教
室
の
第
一
期
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
期
間
は
、

５
月
か
ら
７
月
ま
で
で
、
開

催
教
室
、
曜
日
な
ど
は
表
の

と
お
り
で
す（
計
十
日
間
）。

定
数
を
超
え
る
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
は
４
月
２４
日
�

ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
。

☆
希
望
者
数
に
よ
っ
て
は

中
止
す
る
場
合
あ
り

◇
費
用

▽
中
学
生
以
下

�
八
千
円

▽
高
校
生
以
上

�
一
万
二
千
円

※
ロ
ッ
カ
ー
・
駐
車
場
代

は
別
途
必
要
で
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ（
一
人
一
枚
）に
教
室
名
、

希
望
曜
日
（
第
二
希
望
ま

で
）、
水
泳
経
験
の
有
無
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
（
年
少
は

生
年
月
日
、
小
学
生
は
学
年

も
）、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

４
月
１２
日
�
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送

※
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・
０
８
０
４
中
小
阪
四

―
七
―
六
〇

東
大
阪
ア
リ

ー
ナ

０
６
（
６
７
２
６
）

１
９
９
５
、
�
０
６
（
６
７

２
６
）
１
９
９
４

４
月
３０
日
に
オ
ー
プ
ン
す

る
花
園
中
央
公
園
内
の
「
野

球
場
」
の
愛
称
が
、『
花
園
セ

ン
ト
ラ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
』
に

決
ま
り
ま
し
た
。

百
八
十
二
件
の
応
募
の
中

か
ら
、
新
留
大
軌
さ
ん
（
新

池
島
町
）
の
作
品
が
選
ば

れ
、
今
後
、
愛
称
と
し
て
使

用
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
４
月
３０
日
に
完
成

記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
次
号
の
市
政
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
問
合
先

公
園
整
備
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
２
９
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

３
６

対象

１８歳以上

６０歳以上

中学生以上

平成１２年４
月２日～平
成１４年４月
１日生まれ

小学生

※年齢、学年は平成１８年４月１日現在です。

定員
３０人

３０人

２０人

３０人

３０人

５０人
３０人

時間
１４：００～１５：００

１１：００～１２：００

１３：３０～１４：３０

１９：００～２０：００

１５：３０～１６：３０

１７：００～１８：００
１８：１５～１９：１５

曜日
木曜日
水・木・金曜
日の３コース
から選択

月・水・金曜
日の３コース
から選択

月・金曜日の
２コースから
選択

月・水・木・
金曜日の４コ
ースから選択

木曜日

教室名
女性Ａ

女性Ｂ

シルバー

中学生・
一般

年少

小学生Ａ
小学生Ｂ

神神野野選選手手にに初初のの��市市長長賞賞詞詞��をを授授与与
トトリリノノ五五輪輪・・シショョーートトトトララッックク

入入賞賞のの栄栄誉誉ををたたたたええてて

協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

東大阪アリーナ水泳教室

― 第１期会員を募集 ―

地地域域七七大大学学
学学長長とと

市市長長ととのの座座
談談会会

野
球
場
の
愛
称
決
ま
る

花
園
セ
ン
ト
ラ
ル

ス
タ
ジ
ア
ム

（４）第８５６号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１８年４月１日（５）



募 集 募 集 

相 談 相 談 

その他 その他 

至
放
出 

 

北 

パチンコ 

至鴻池新田 

ス
ー
パ
ー 

ＪＲ徳庵駅 

駅前広場 

銀
行 

徳庵駅西自転車駐車場 

徳庵駅自転車駐車場 
TEL06-6747-1227

至
放
出 

 

パチンコ 

至鴻池新田 

ス
ー
パ
ー 

ＪＲ徳庵駅 

駅前広場 

催しのつづき

歩こう会

とき ４月９日�（雨天決行） ☆午
前８時３０分にビブレ正面玄関前に集合
コース 近鉄難波駅―四ツ橋―靭公園（昼
ごろ現地解散） ※交通費は各自負担で、
飲み物などを持参。
■問合先 夢広場（布施駅前）０６（６７８４）

２０１４（�兼用）

自由の森なるかわ
ボランティアリーダー

生駒山の豊かな自然の中で、子どもた
ちのさまざまな体験活動をサポートしま
せんか。 対象 ４年制大学新１・２年
生で、年間（土・日曜日、夏期）を通して
活動、研修に参加できる方 定員 １５人
説明会のとき・ところ ４月１５日�、１６
日� 午前１０時～午後５時・府立青少年
会館（大阪市中央区森ノ宮中央２―１３―３３）
■申込・問合先 自由の森なるかわ

０７２９（８６）１５５１、�０７２９（８６）１５５０

テニススクール生

【初級クラス】
とき �土・日曜日 午前１０時３０分～

正午 �火曜日 午前１０時～正午 費用
�土・日曜日�月７，０００円 �火曜日�月
５，０００円
【中級クラス】
とき 土・日曜日 午前９時～１０時３０

分 費用 月８，０００円
◇ ◇

※入会金２，０００円（来年３月まで有効）
が別途必要。 ※初級コースは無料体験
あり。 ※毎月、月初めに随時入会受付。
■ところ・申込・問合先 水走ルーフテ

ニス場 ０７２９（６３）８８７８、�０７２９（６５）８７４３

行政書士による無料相談

とき ４月４日� 午後１時～４時（予
約不要） 内容 遺言、相続、内容証明
や各種契約書の作成、建築業などの許認
可申請、外国人の帰化、会社設立など
■ところ・問合先 市政情報相談課

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

特設人権相談

とき・ところ �４月１３日��総合福
祉センター �２０日��夢広場（布施駅
前） ☆いずれも午後２時～４時
■問合先 社会福祉協議会内人権擁護

委員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

年金なんでも相談

とき・ところ �４月５日��中鴻池
行政サービスセンター �１８日��日下
行政サービスセンター ☆いずれも午後
１時～４時 ※国民年金手帳など、基礎
年金番号がわかるものを持参。
■問合先 �東大阪社会保険事務所

０６（６７２２）６００１ �国民年金課 ０６（４３０９）
３１６５、�０６（４３０９）３８０５

４月１日から自転車駐車場
利用料を値下げします

―鴻池新田駅前地下・
布施駅前東自転車駐車場―

�鴻池新田駅前地下自転車駐車場（０６
・６７４４・６１１８）の新利用料 １か月１，８００
円／２，０００円（ラック上段／下段）、３か
月５，１００円／５，７００円（ラック上段／下段）
※現行は上下段ともに１か月２，４００円、３
か月６，９００円 �布施駅前東自転車駐車場
（０６・６７８３・１０１１）の新利用料 １か月
２，０００円、３か月５，７００円 ※現行は１か
月２，４００円、３か月６，９００円
【４月１日にオープン ―徳庵駅西自転

車駐車場 ―】
徳庵駅西自転車駐車場（０６・６７４７・１２２７）
が、４月１日にオープンします。一時利
用のみで、１日１回１５０円です。

【４月１日から保管場所を変更】
「徳庵駅」「鴻池新田駅」で撤去した自
転車とミニバイクは、撤去後１週間以内
の自転車は鴻池保管所（０６・６７４４・６１１８）、
ミニバイクと撤去後１週間以降の自転車
は若江保管所（０６・６７２６・５３０１）で保管
しています。

◇ ◇
■問合先 交通対策室 ０６（４３０９）３２２６、
�０６（４３０９）３８３６

廃蛍光管・廃乾電池回収協力店の
追加および変更

市では、家庭で不要となった蛍光管と
乾電池の拠点回収を行っていますが、４
月から回収協力店を追加・変更しました。
よく確認のうえ、ルールを守って出して
ください。くわしくは、４月１日号と同
時配布する「平成１８年度保存版ごみの分
け方・出し方」をご覧ください。
■問合先 循環社会推進課 ０６（４３０９）

３１９９、�０６（４３０９）３８１８

違法簡易屋外広告物追放
推進団体制度の愛称が決まりました
「まちをきれいにしていき隊」

市では、中核市移行により「違法簡易
屋外広告物追放推進団体制度」を始め、
１月末日現在、推進団体３５団体、活動員
６５７人の方が登録し、市とともに協働で活
動しています。
このほど公募した「違法簡易屋外広告

物追放推進団体制度」の愛称が、選考委
員会による厳正な審査の結果、西岩田の
高橋さんの「まちをきれいにしていき隊」
に決定しました。
この輪を広げていくため、愛称を使用

して活動を進めていきます。
■問合先 土木環境課 ０６（４３０９）３２１８、
�０６（４３０９）３８３６

春の全国交通安全運動を実施

４月６日�から１５日�まで「子どもと
高齢者の交通事故防止」「自転車の安全利
用の推進」「シートベルトとチャイルドシ
ートの正しい着用の徹底」「めいわく駐車
・放置自転車の追放」に重点を置いて�春
の全国交通安全運動	を行います。
市民のみなさんも「車の運転手は子ど

もや高齢者を見かけたら減速する」「自転
車に乗るときは車や歩行者に注意する」
「駐車場・駐輪場を利用する」など、交
通ルールを守りましょう。
■問合先 �布施警察署 ０６（６７２７）

１２３４ �河内警察署 ０７２９（６５）１２３４
�枚岡警察署 ０７２９（８７）１２３４ �交通
対策室 ０６（４３０９）３２２３、�０６（４３０９）
３８３６

まだの方は早めに加入を
市民交通災害共済・火災共済

金融機関での受付は、３月末で終了し
ましたが、行政サービスセンター、市役
所市民総務室窓口では引き続き受付を行
っています。 共済期間 ４月１日～来
年３月３１日 ※見舞金の額や申込方法な
ど、くわしくは問合先へ。
■問合先 市民総務室 ０６（４３０９）３１５８、
�０６（４３０９）３８１２

綿の種を無料配布します

江戸時代に河内地域でさかんに栽培さ
れていた綿の種を、４月２日�から郷土
博物館で配布します。 数量 ５０袋（１
人１袋） ※郵送での受付は不可。
■問合先 郷土博物館 ０７２９（８４）６３４１、
�０７２９（８６）１４３２

慰霊塔の開扉日

開扉日 ４月１７日
、５月１５日
、６
月１５日�、７月１８日�、８月１５日�、１６
日�、９月１５日�、２３日�、１０月１６日
、
１１月１５日�、１２月１５日�、２７日�、２８日
�、来年１月５日�、９日�、１５日
、
２月１５日�、３月１５日�、２１日� ☆い
ずれも午前１０時～午後４時
■問合先 生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、
�０６（４３０９）３８１５

水質検査計画

水質基準の改正に伴い、水質検査の適
正化や透明性を確保するため、検査地点
や検査項目、検査頻度とその理由をまと
めた「平成１８年度水質検査計画」を策定
しました。水質検査は、水道水が安全で
良質であることを確認するために重要な
もので、同計画に基づき行います。
同計画は上下水道局で閲覧できるほか、
ホームページでもご覧になれます。
■問合先 配水管理センター ０６（６７２４）

０８０５、�０６（６７２１）７７７４

流域下水処理場の名前を変更

４月より大阪府の流域下水処理場の名
前が「処理場」から「水みらいセンター」
に変わります。この名前は下水処理場が
良好な水環境の創造や循環型社会を創出
し、未来へつながる可能性を持っている
施設であることから公募により決定しま
した。 �川俣処理場→川俣水みらいセ
ンター �鴻池処理場→鴻池水みらいセ
ンター
■問合先 下水道総務課 ０６（４３０９）

３２４６、�０６（４３０９）３８２７

市内全域で測量調査などを実施

国土交通省では「都市再生街区基本調
査」の一環として、４月から来年３月ま
で東大阪市全域（山間部を除く）で測量
調査などを実施します。市民のみなさん
の理解と協力をお願いします。
■問合先 都市再生機構都市再生企画

部 ０６（６９６９）９５９２、�０６（６９６９）９２６０

大阪府ＣＬＯ融資（Ａ方式）

証券化の仕組みを利用して投資家から
資金調達を行うＣＬＯ融資を実施してい
ます。 申込期限 ４月１４日� 申込窓
口 三井住友銀行法人営業部
■問合先 �参加・融資条件�三井住友
銀行法人営業部 �その他�大阪府金融
支援課政策融資グループ ０６（６９４１）０３５１

春になると、アシナガバチやスズメバ
チが、庭木や軒下に巣を作ることがあり
ます。
アシナガバチは、巣を刺激しない限り

攻撃してくることはなく、植物の受粉や
家屋周辺の毛虫などを食べてくれる益虫
ですので、市では、アシナガバチの駆除
は行っていません。
どうしても日常生活に支障をきたす場

所に巣を作っている場合は、次のことに
注意して、駆除してください。なお、春
先は巣が小さく比較的簡単に駆除できま
す。また、個人で駆除できない場合は、
業者を紹介します。

【アシナガバチの特徴】
皿をひっくり返したような形のグレー

色の巣がアシナガバチの巣です。アシナ
ガバチは暗くなると動きが鈍くなります
ので、夜は比較的簡単に駆除できます。
◇駆除方法 �夜になってから市販の

殺虫剤を巣に噴射する �翌朝にハチが
いないか確認し、いない場合は棒などで
巣を落とす �落とした巣は、土に埋め
るか踏み潰して袋に入れゴミとして出す
※ハチの駆除専用スプレーを使うと液

が遠くまで飛ぶので便利です（薬局やホ
ームセンターなどで購入できます）。
◇注意事項 �服装は肌が露出しない

もので、白いものを着用する �香水は
使用しない �懐中電灯で巣を照らさな
い �落ちたハチを手で触らない
※ハチに刺されたときは、傷口を流水

で洗い、氷で冷やす。腫れがひどい場合や
気分が悪い場合は、医師の診断を受ける。
【ハチに刺されないために】
�巣に近づかない �巣を刺激しない
�洗濯物を取り入れるときは、ハチがい
ないか確認する �家に入ってきたら、
あわてず窓を開ける
※スズメバチの場合は、相談ください。
◇問合先 環境薬務課 ０７２９（６０）３８０４、
�０７２９（６０）３８０７

４月１日より市立総合病院は、全館禁煙となります。
入院・外来患者、来院者のみなさまには、ご理解・ご協力をお願

いします。
◇問合先 市立総合病院 ０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２１９４

市立総合病院は、全館禁煙です

～～アアシシナナガガババチチのの巣巣をを
見見つつけけたたととききはは～～

自自分分ででででききるる
ハハチチのの駆駆除除

（６）第８５６号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年４月１日
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老人大学講座悠友塾

「楽しく集い、学び、語らい、行動」
しませんか。 とき ５月１６日～１２月５
日の毎週火曜日（火・木曜日の週２回の
場合あり） 午前１０時～午後３時 内容
「楽しく郷土の歴史を学ぶコース」と「楽
しく社会福祉を学ぶコース」の２コース
（いずれのコースも一般教養科目は必修）
対象 市内在住の６０歳以上の方（昭和２１
年４月１日以前生まれ） 定員 各コー
ス３０人（抽選） 費用 ４，０００円程度 申
込方法 所定の申込書に必要事項を書い
て、４月１日�～２０日�に郵送（消印有
効）または直接（日曜日を除く） 申込
書配布場所 行政サービスセンター、老
人センター、福祉事務所、保健センター、
市役所高齢介護課、社会福祉協議会、高
齢者サービスセンター
■申込・問合先 〒５７８・０９１２角田２―３

―８ 高齢者サービスセンター ０７２９（６２）
８０１１、�０７２９（６３）２０２０

エコライフリーダー養成講座

きれいな川を取り戻すため、地域で核
となり台所排水対策などの啓発活動に取
り組む方を養成します。 対象 市内在
住で、平日も活動できる方 募集人数
２０人以内 学習内容 月１回程度の講習
会、学習会などへの参加 申込方法 ハ
ガキ（封書でも可）に住所、氏名、年齢、
職業、電話番号、応募の動機を書いて、
４月２１日�までに郵送
■申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所公
害対策課 ０６（４３０９）３２０６、�０６（４３０９）３８１８

くすのきカレッジ

【日本史・郷土史学科】
河内の歴史について学びます。 とき
５月から来年２月までの毎月第２火曜日
午後７時～９時（計１０日間）
【美術・文化学科】
西洋建築史などを学びます。 とき

５月から来年３月までの毎月第２金曜日
午後７時～９時（８月を除く、計１０日間）

◇ ◇
定員 各４５人（抽選） 費用 各３，０００
円 申込方法 往復ハガキに教室名、学
科名、住所、氏名、電話番号を書いて、
４月１７日�（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７８・０９４１
岩田町４―３―２２―５００ くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２９（６７）６５６５（�兼用）

長瀬人権文化センターの教室

【１から始める家庭料理教室】
とき ５月１７日から６月２１日までの毎

週水曜日 午後６時３０分から（計６日間）
講師 大島照子さん 定員 ２０人（抽選）
費用 ４，０００円（全６回分）
【絵てがみ教室】
和紙はがき・ポストカードなどに、好

きな絵を描きます。 とき ５月１３日か
ら６月１７日までの毎週土曜日 午後１時
３０分から（計６日間） 講師 梅鉢菜美
さん 定員 ２０人（抽選） 費用 １，０００
円（全６回分） ※画材はセンターで用意。
【着物着付教室（初級）】
和服に関心のある女性をお待ちしてい

ます。 とき ５月１５日から７月までの
月曜日（月３回） 午後７時から（計９
日間） 講師 松井隆子さん 定員 ２０
人（抽選） 費用 ３，０００円（全９回分）
※着物はセンターで用意。

◇ ◇
申込方法 ハガキに教室名、住所、氏
名、年齢、電話番号を書いて、４月２０日
�（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７７・０８３２
長瀬町３―４―３ 長瀬人権文化センター ０６
（６７２０）１７０１、�０６（６７２９）９１７１

リズム体操教室

毎月３回実施しています。 とき・と
ころ �４月１１日�、１８日�、２５日�
午前１０時３０分～１１時３０分�市民ふれあい
ホール �４月１３日�、２０日�、２７日�
午後７時～８時、４月８日�、１５日�、
２２日� 午前１０時～１１時１５分�東体育館
費用 月２，０００円（初回に年間登録費とし
て１，０００円が別途必要） ※１か月無料体
験あり。 申込方法 各会場で直接 ※
運動のできる服装で、体育館用靴を持参。
※子ども連れでは参加不可。 ※負傷者
には応急処置はしますが、以後の責任は
負いません。
■問合先 東体育館 ０７２９（８２）１３８１、

�０７２９（８２）２７６８

少年少女発明クラブ
公開創作講座

からくりの初歩「ひっこみ思案」、よく
飛ぶ「竹とんぼ」を作ろう� とき ４
月２２日� 午後１時～４時 ところ 産
業技術支援センター 対象・定員 市内
在住の小学校４年生～６年生とその保護
者・２０組（申込先着順） 申込方法 ４
月３日�～１７日�に電話で
■申込・問合先 モノづくり支援室

０６（４３０９）３１７７、�０６（４３０９）３８４６

古墳見学と出土遺物の学習会

石切から瓢�山までの古墳群を見学し、
出土遺物について学びます。 とき ４
月１６日� 午前１０時３０分～午後２時（雨
天中止） 定員 １５人（申込先着順）
申込方法 ４月２日�から電話で
■申込・問合先 郷土博物館 ０７２９（８４）

６３４１、�０７２９（８６）１４３２

美しいハーモニーを春の風にのせて
～ひるやすみホールコンサート～

とき ４月
２４日� 午後
０時１０分～０
時５０分 とこ
ろ 市役所１
階多目的ホー
ル 出演 コ
ーラスグルー
プ SANTA
☆MARIA
※ホール内での飲食は不可。
■問合先 文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、
�０６（４３０９）３８２３

ビデオな１日

息子を事故で亡くした母親が、別れた
夫に息子の思いを伝えるため、そして自
分の人生と向き合うための旅の中で、傷
つきながらも成長していく姿を描いた「オ
ール・アバウト・マイ・マザー」（字幕）
を放映します。とき ４月１２日	 午後
１時３０分から 定員 ４０人（当日先着順）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あり（１
人３００円で４月５日	までに要予約・定員
８人）。
■ところ・問合先 イコーラム（男女

共同参画センター） ０７２９（６０）９２０１、
�０７２９（６０）９２０７

国史跡・重要文化財
鴻池新田会所の一般公開

とき ４月１日�から 午前１０時～午
後４時 ※月曜日と祝日の翌日（土・日
曜日を除く）は休館、そのほかにも臨時
休館あり。 観覧料 小・中学生�２００円、
高校生以上の方�３００円 ※２０人以上の団
体は、１人５０円引き。土曜日（祝日を除
く）の午前中は、小・中学生、高校生は
無料。 ※貸室あり（要予約）。 ※４月
１日�～５月７日�、入館者に河内木綿
の種を配布（１人１袋で先着順）。 ※駐
車場なし。
■問合先 鴻池新田会所 ０６（６７４５）

６４０９、�０６（６７４４）７４９８

ひるさがりロビーコンサート

とき ４月１５日� 午後１時３０分～２
時１５分 内容 長谷川愼一さんによるギ
ター演奏
■ところ・問合先 市民美術センター

０７２９（６４）１３１３、�０７２９（６４）１５９６

くすのきプラザの催し

【絵本で遊ぼう】
絵本の読み聞かせや紙芝居、お手玉遊

びなどをして楽しみます。 とき ４月
から来年３月までの毎月第１水曜日 午
後３時～４時３０分 ※５月と来年１月を
除く。
【おもちゃの病院】
壊れたおもちゃを無料で修理します。

とき ４月から来年２月までの偶数月の
第３土曜日 午後１時～３時 ※当日に
修理ができない場合は預かって修理。
【わいわいがやがや話そう会】
日ごろの思いを、自由に話しませんか。

とき ４月から来年３月までの毎月第１
日曜日 午後２時～４時 ※４月と５月
は第２日曜日。

◇ ◇
■ところ・問合先 くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２９（６７）６５６５（�兼用）

ハイキング・バードウォッチング

【生駒山の桜とウグイスのさえずりを
楽しむハイキング】
とき ４月１５日� ☆午前９時３０分に
グリーンガーデンひらおかに集合 講師
ひらおかハイキングクラブ 佐野安夫さ
ん 申込期限 ４月９日�
【バードウォッチング～春に渡る夏鳥

たちのさえずり】
とき ４月２２日� ☆午前９時にグリ

ーンガーデンひらおかに集合 講師 東
大阪野鳥の会 岩本昭広さん 申込期限
４月１６日�

◇ ◇
定員 各３０人（申込先着順） 費用
各１００円 申込方法 住所、氏名、年齢、
電話番号を電話またはファクスで
■申込・問合先 グリーンガーデンひ

らおか ０７２９（８２）９９２０、�０７２９（８２）
９９２１

初歩からの囲碁教室

とき ５月からの毎月第１・３日曜日
午前１０時～正午 対象・定員 市内在住、
在勤の方・１０人（抽選） 費用 月５００円
申込方法 往復ハガキに教室名、住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて、４月１５
日�までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７８・０９７５
中鴻池町２―３―１３ グリーンパル（中鴻池）
０６（６７４７）１５９２、�０６（６７４４）２７４８

１１日�
２５日�

１３日�
２７日�

４日�
１８日�

１２日	
２６日	

１３：４０～１４：１０
１４：２０～１５：００
１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１５：３０～１６：１０

西石切町７・オーク新石切
豊浦公民分館
シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

盾津鴻池公民分館南

府営東鴻池第二住宅

島ノ内（メープルコート）

府営東大阪玉串住宅

若江東町２

・ライオンズマンション

４日�
１８日�

５日	
１９日	

１２日	
２６日	

１３：４０～１４：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：１０

１４：１０～１４：４０

日下町丹波神社東

横小路メイ・トーラス

上石切町２・駅前公園

東大阪養護老人ホーム

西石切町２

（ダイアパレス横）

六万寺町桜井公民館南

上四条町ウマハギ

上四条町大池公園

新池島町２丁目

下六万寺町ＮＴＴ枚岡社宅

７日�
２１日�

６日�

２０日�

１２日	

２６日	

５日	

１９日	

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１５：４０～１６：３０

１４：３０～１５：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１５：００

１５：３０～１６：１０

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

玉串西団地集会所前

玉串元町団地

岩田町６・プレジデント東大阪

花園西町公園

イズミヤ若江岩田店

若江本町北公園

中鴻池町２・三島温泉前

楠風荘稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

川中岡崎医院南

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

６日�

２０日�

１１日�
２５日�

１３日�
２７日�

１４日�
２８日�

７日�
２１日�

１３：２０～１４：００
１４：２０～１４：５０
１５：５０～１６：３０
１４：２０～１４：５０
１３：３０～１４：１０
１３：２０～１４：１０
１４：２０～１４：５０
１５：３０～１６：２０
１５：４０～１６：２０
１３：３０～１４：１０
１４：２０～１５：００
１５：３０～１６：３０
１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

１５：４０～１６：３０

三ノ瀬公民分館
中小阪・大和公園
八戸の里公園
市営鷺島住宅集会所前
市営島町住宅
金岡公園
柏田公園
新喜多公園
岸田堂南公園
西堤神社境内
川俣処理場東
府営稲田住宅
御厨天神社境内
新家西町第２公園
近江堂行政
サービスセンター

御厨東・五百石公園

◇問合先 永和図書館 �０６（６７８１）５５００ �０６（６７８４）５６３０

平成１８年４月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８５６号（７）


